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要約 

・ 本研究は、Triage-HF Plus Evaluation study のデータを利用し、イギリ

ス国内のCOVID-19に対するロックダウン措置が身体活動量（PA）に

与える影響を前向きに調査した。 

・ PA は、植え込み型デバイスによる遠隔モニタリングを用いて調査し

た。 

・ 対象は 311 名（男性77.2％、平均年齢68.8 歳、フレイル併存率

55.9％）であり、92.2％が心不全患者であった。 

・ ロックダウン 2 週後に PA は急激に減少し、4 週後には改善を認めた

がロックダウン前までには戻らず、年齢やフレイルの有無などに関

わらずロックダウン措置前後で 20.8 分/日低下した。 


